
～シナリオの対象となるアプローチリストを指定する方法～

最終更新日：2024年12月19日



シナリオの対象となるアプローチリストは、各シナリオ毎に指定することができます。

例えば、シナリオのトリガーを架電結果の「本人資料請求」とし、本人資料請求取得後にメールを送付するようなシナリオを作成していた場合、

一部のアプローチリストに「本人資料請求」の結果登録をした時だけメールを送りたい。といったことが出来るようになります。 2



①まずは、上部ヘッダーメニューの「MA」より、②「シナリオ設定」を選択します。

③既に作成済みのシナリオのアプローチリストを指定したい場合は「編集」、

④これから作成するシナリオの場合は「新規作成」をクリックします。 3
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⑤シナリオ新規作成またはシナリオ編集画面の下部にある

「リスト選択」をクリックします。
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アプローチリスト一覧に存在する全てのアプローチリストが表示されます。

初期設定では、「全てのアプローチリストを対象とする（後から追加するリストも含める）」が「ON」になっており、

シナリオ作成後に、登録されたアプローチリストも含めて

全てのアプローチリストがシナリオの対象となります。 5



⑥特定のアプローチリストを指定したい場合は、「OFF」にします。

⑦アプローチリスト名や、商材名などで指定したいアプローチリストを検索することもできます。
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⑧シナリオの対象としたいアプローチリストにチェックを入れ、

⑨「保存」をクリックします。

※⑩「OFF」に、全選択にチェックを入れた場合でも、「本人資料請求リスト」と「時期改めリスト」にはチェックが入らないようになっておりますので、

選択したい場合は、チェックを入れてください。 7
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⑪「本人資料請求リスト」「時期改めリスト」を選択するの項目にチェックを入れた場合は、

「本人資料請求リスト」「時期改めリスト」にそれぞれ自動でチェックが入ります。

※個別にチェックを入れることも可能です。 8
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アプローチリストを指定した場合、

対象のアプローチリストの選択状態で「絞込有」と表示されます。

⑫最後に「登録する」をクリックすると設定は完了です。 9

⑫


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9

